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和歌山県白浜町の瀬戸臨海実験所構内に大量出現した熱帯性の
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Abstract. In summer of 2011, especially in July, many individuals (maximally 0.2 
individuals/m2) of tropical cockroach Opisthoplatia orientalis appeared in the campus 
of the Seto Marine Biological Laboratory, Kyoto University at Shirahama, Wakayama 
P児島cture,Japan owing to global warming. 
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（要約） 201 l年の夏季，特に 7月に，和歌山県白浜町に所在する京都大学瀬戸臨海実験所の研究棟から

正門内側手前の舗装道路上に（長さ 173m，幅4 5.1m;753.6 m白），サツマゴキブリが例年を大きく上回っ

て多数出現したので（最多で Im＇当たり 0.2個体），地球温暖化の影響を示す一例として記録する．

はじめに

世界に約 3000種，我が国に約 40種が生息す

るゴキブリ類のうち，南方系のゴキブリ類の l

種であるサツマゴキブリ Opisthoplatiaorientαlis 

は，自然分布は九州以南だが，和歌山県白浜

町で 1999年に初めて発見され，人為分布と推

察されている（後藤， 2000）.著者は 2002年7月

に江津良の海岸道路上で遭遇（樫山・久保田，

2002）して以来，町内のいろいろな場所で発見

し（久保田， 2006a,b），最近では近郊の田辺市

でも見つけた（久保田， 2008,20¥0b）.また，

和歌山県白浜町に所在する瀬戸臨海実験所構内

に出現した熱帯性ゴキブリ類中，オオゴキブリ

Panesthia angustipennis spadicaやワモンゴキブ

リPeriplanetaamericana （樫山・久保田， 2002:

2種とも 1994年 l月に樫山が発見）に次いで

2009年に第 3種目に見つかった．その後，サ

ツマゴキブリは，瀬戸臨海実験所構内では約

10年の聞に個体群は増加し 2010年 9-12月の

秋冬季に，実験所研究棟入り口付近から正門前

の道路上で頻繁に出現した（久保田， 2006a,b, 

2009, 20¥0a, b, c). 今回 2011年になって記録が

なかった夏（6 8月）に，研究棟入り口付近

から正門前の道路上で多数が出現し／こので（図

1），地球温暖化に関連した一例として報告する

材料と方法

201 1年夏（6-8月）のいろいろな時間帯に，
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和歌111u~~ 「liFJlf に 一人~ll 11l11JJL し た者！日i'i性

和歌山県白浜町に所在する瀬戸臨海実験所研究

棟入り口付近から正門前の道路｜＼（長さ 173Ill, 

｜｜！日 4 5.1 Ill；面積； 468+ 285.6 m2）で．サツマ

ゴキブリの什i現した個体数をカウン卜した（図

I). サツマゴキブリは人の足音がしても，夜間

に光をあてても逃避行動はほとんどおこさない

ので，カウントは存易にできた. 7月の巾旬が

山現ピークであり，記録する

図 I. 和歌山県白浜町に所在する瀬戸臨海実験所jf
門前の舗装道路上に山現したサツマゴキブリ
(2011 ijご6月 IO日）

Fig. l. Opisthoplatia orientalis appeared in the campu自

of the Seto Marine Biological Laboratory at Shi-
raharna, Wakayama Prefecture, Japan (June 10, 
2011) 

結果と考察

京都大学瀬戸臨海実験所の研究棟入り日付近

から正門前の道路上（753.6mうでは．中央の舗

装部分は少数の出現で 両側の芝生の植え込み

に多く現れる 7月中旬に例年になく大量出現

し大量に出現した 3日間の個体数（最多で 0.2

個体 ／m2）を F記に記録する

(I )7月 11 El 19: 59 20: 11, 115個体（生体）

(2)7月 14El 19: so -20:04, 148個体（ 生体）；

22: 24 -22:34, 41個体（ 生体 ）＋ 4↑［g［｛本（死体）

(3)7月 15日 20:00-20:18, 105個体（ 生体）

+ 1個体（死体，牒死）

夜間に雌雄と亜成体がみられたが，交尾は確

認できなかった 薄暮に最も多数が出現した

真夜中にも 比較的多く見られたが，明け方には

まったくいなくなった 民間には全く前打~~地点

にはいないので夜行性である 実験所構内か

らは芥所で見つかっているが（久保田司 20I Oa), 

実験所構内のT!_l.fi~！ IJ か ら 円浜半島先端 l>Zj或は l個

体も発見されていないので，水族館の建物が分

布の障害となっていると思われる
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